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活動資料 

 
山形市少年自然の家 

 
１．活動概要  

燭台にゆらめく炎を見つめ、これまでの活動を静かに振り返ります。一つの炎が次々に分火され、大きな炎の

輪になった時の神秘的な感動を味わうことができ、忘れられない思い出として心に残る活動です。 

ねらい：炎を見つめながら活動の成果を確かめ、仲間との団結をより強固なものにし、友情を育てる。 

 

２．活動場所  本館・・・体育館、食堂  板橋沼キャンプ場・・・屋根付広場  荒沼キャンプ場・・・大テント 

            ※本館食堂で行う場合は、カップろうそくを使用してもらいます。 

 

３．所要時間  各団体の設定による 

 

４．準 備 

《自然の家》  燭台（中央に置くもの／個人用） ・ 燭台の下に敷くシート ・ ワイヤレスアンプ 

非常口ランプ用暗幕 ・ ろうそく大・小（実費） ・ 営火長（１着）と火の禰宜用（２着）衣装 

点火用ライター 

《 各団体 》  出し物等で使用するＢＧＭ など 

 

５．費 用   ろうそく大（点火用）・・・７０円  ろうそく小（手持ち用）・・・１０円   

カップろうそく（食堂用）・・・１０円 

 

6．活動内容 

（１）役割 

・営 火 長・・・全員を代表する人 「営火長のことば」を担当する…１名 

・司 会 者・・・プログラムの進行をする …１～２名 

・火の禰宜・・・ろうそくを持って入場する際，営火長を先導…１～２名 

・班 長・・・点火の際，班を代表して「誓いの言葉」を担当 …全班長 

・営 火 係・・・燭台の火を消すなど，司会者のサポート …若干名 

 

 

キャンドルサービス 


